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要 望 書 

 

柏崎市役所課名に「原子力」の文字を復活させていただきたく要望いたします。 

世界最大規模の原子力発電所がこの地域にありながら、今年４月に柏崎市役所

原子力担当課の課名から「原子力」の文字が消えたことに、驚きの思いは消え

ず、今もなお持ち続けています。 

この地域に生活する住民としては、安心と安全の観点からも、「原子力」の看板

を掲げる部署の存在意義は大きいと考えます。 

 

また、原子力防災と一般防災については、課をそれぞれに独立させることが望

ましいと考えます。 

原子力は、専門的な知識を必要とするものであり、一般防災と重なる部分はた

くさんありますが、兼務することは難しいであろうと存じます。 

よって、課のレベルで独立させることによって、より住民の安心と安全の確保

が得られるのではないかと思います。 

 

 

平成１８年１２月６日

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を 
確保する地域の会 

 会 長  新 野 良 子 

※    部分は、先に委員配布されている文書を、一部修正しております。


